
三
遊
亭
円
朝
の
人
情
噺
に
お
け
る
人
称
代
名
詞
の
考
察

八
日
次
〉

序
第
一
章

三
遊
亭
円
朝
の
人
情
噺
。

第
二
章
一
人
称
代
名
詞

第
一
節
登
場
人
物
の
男
性
達
が
用
い
る
一
人
称
代
名
詞

↓
概
略
コ
武
士
が
用
い
る
一
人
称
代
名
詞
臼
学
者

〆
，
、
、
，
，
‘
、

－
僧
侶
・
易
者
・
盲
人
・
画
家
が
用
い
る
一
人
称
代
名

詞
鴎
町
人
上
流
階
級
が
用
い
る
一
人
称
代
名
調
日

町
人
引
流
階
級
が
用
い
る
一
人
称
代
名
詞
∞
複
数
阪

第
二
節
登
場
人
物
の
女
性
達
が
用
い
る
一
人
称
代
名
詞

第
三
章
二
人
称
代
名
詞

第
一
節
登
場
人
物
の
男
性
達
が
用
い
る
二
人
称
代
名
詞

山
）
概
略
。
武
士
が
用
い
る
二
人
称
代
名
詞
∞
学
者

三
十
四
回
生

方E

須

小

代

美

－
僧
侶
・
易
者
・
盲
人
・
画
家
が
用
い
る
二
人
称
代
名

詞
仰
町
人
上
流
階
級
が
用
い
る
二
人
称
代
沌
詞

ω

町
人
下
流
階
級
が
用
い
る
二
人
称
代
名
詞
伏
複
数
形

第
二
節
登
場
人
物
の
女
性
達
が
用
い
る
二
人
称
代
名
詞

O
D
 

qo 

第
四
章
三
人
称
代
名
詞
・
不
定
称
代
名
詞

第
一
節
登
場
人
物
の
男
性
達
・
女
性
達
が
用
い
る
三
人
称
代

名
詞

第
二
節
登
場
人
物
の
男
性
達
・
女
性
達
が
用
い
る
不
定
称
代

名
詞

第
五
章

め

ま

と

結



序
三
遊
亭
円
（
園
）
朝
は
天
保
十
年
（
一
八
三
九
）
に
江
戸
湯
島
に

生
ま
れ
、
明
治
三
十
三
年
（
一
九

O
O）
六
十
一
歳
で
没
し
て
い
る
。

明
治
維
新
を
二
十
九
歳
で
体
験
す
る
と
い
う
、
時
代
の
大
き
な
転
換

の
な
か
で
生
涯
を
送
っ
た
人
物
で
あ
る
。
そ
の
円
朝
の
人
情
噺
に
表

れ
て
く
る
人
称
代
名
詞
の
一
面
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
の
が
本

稿
で
あ
る
。

作
業
、
分
析
の
結
果
の
報
告
の
前
に
、
三
遊
亭
円
朝
の
生
涯
、
彼

の
速
記
本
に
つ
い
て
探
り
、
言
語
資
料
と
し
て
の
円
朝
の
人
情
噺
の

性
格
を
明
確
に
し
て
お
く
必
要
を
感
じ
て
い
る
。

こ
こ
で
取
り
上
げ
た
の
は
「
真
景
累
ケ
淵
」
（
二
十
歳
の
作
、
刊

行
年
不
詳
）
、
「
怪
談
牡
丹
燈
寵
」
（
二
十
二
歳
か
ら
二
十
五
歳
ま

で
の
作
、
明
治
十
七
年
刊
）
、
「
名
人
長
二
」
（
明
治
二
十
八
年
刊
、

唯
一
の
自
筆
）
、
「
英
国
孝
子
之
伝
」
（
明
治
十
八
年
刊
、
唯
一
明

治
を
背
景
）
、
以
上
六
作
品
で
あ
る
。

な
お
、
こ
れ
は
卒
論
要
旨
で
あ
る
た
め
、
言
葉
の
足
り
な
い
点
も

多
い
こ
と
と
思
う
。

第
一
章
三
遊
亭
円
朝
の
人
情
噺

私
が
今
回
調
査
し
た
六
作
品
中
、
五
作
品
ま
で
が
速
記
本
で
あ
る
。

速
記
本
と
口
演
と
の
ず
れ
を
指
摘
す
る
論
も
多
い
。
（
文
献

L
z
a

と
対
を
な
す

4
a
aな
ど
）
が
、
私
の
分
析
は
「
人
称
代
名
詞
」
に

限
っ
て
行
な
う
の
で
、
そ
の
部
分
で
の
ず
れ
は
殆
ど
無
い
も
の
と
し

て
進
め
て
い
っ
て
も
よ
い
と
考
え
る
。
（
し
か
し
、
後
の
分
析
に
お

い
て
、
「
私
」
の
場
合
の
よ
う
に
、
「
わ
た
し
」
か
「
わ
た
く
し
」

か
、
振
り
仮
名
が
一
定
し
な
い
、
も
し
く
は
無
い
た
め
、
詳
察
に
至

ら
な
い
点
も
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
記
述
上
の
問
題
点
は
含
ん
で
い

る
が
、
こ
こ
で
は
別
の
問
題
と
し
て
予
め
断
っ
て
お
く
。
）

ま
た
、
速
記
本
の
刊
行
は
明
治
で
あ
り
、
五
作
品
が
江
戸
期
を
背

景
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
円
朝
の
言
語
形
成
期
は
幕
末
で
あ
る
。

登
場
す
る
武
士
ノ
の
物
言
い
に
、
ら
し
か
ら
ぬ
所
も
出
て
く
る
が
、

そ
の
作
為
に
つ
い
て
は
、
聴
衆
が
熟
知
し
て
い
る
と
こ
ろ
の
実
際
の

物
言
い
を
再
現
し
た
の
で
あ
ろ
う
、
と
の
松
山
義
夫
氏
の
分
析
（
文

献
6
）
が
あ
る
。

時
代
区
分
か
ら
す
る
と
、
微
妙
な
位
置
の
作
品
群
で
あ
り
、
言
語

で
あ
る
。
江
戸
期
の
言
語
と
も
、
明
治
期
の
言
語
と
も
言
い
切
れ
な

ぃ
。
が
、
明
治
初
頭
の
言
語
様
相
、
詳
述
す
る
な
ら
、
円
朝
と
同
時
一

代
を
生
き
た
人
々
、
幕
末
か
ら
の
流
れ
を
受
け
継
ぐ
人
々
の
、
明
治
拘

初
頭
に
お
け
る
言
語
観
、
と
で
も
い
う
も
の
が
あ
ら
わ
れ
て
い
よ
う
。
一

待
遇
表
現
の
一
現
象
で
あ
る
人
称
代
名
詞
は
、
人
間
関
係
の
把
握

の
仕
方
の
表
れ
と
い
え
る
。
微
妙
な
人
間
関
係
の
類
型
化
は
容
易
で

は
な
い
。
し
か
し
、
概
観
す
る
た
め
に
、
次
の
、
山
崎
久
之
氏
の
身

分
型
を
参
考
に
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

ω
武
士
こ
と
ば
（
男
・
女
）

↓
学
者
こ
と
ば
コ
僧
侶
こ
と
ば

3
易
者
こ
と
ば
町
盲

f＼

f

t

r

t

、

f＼

人
こ
と
ば

倒
町
人
こ
と
ば
（
男
・
女
）

倒
遊
里
こ
と
ば
（
男
・
女
）
（
「
粋
こ
と
ば
」
を
含
む
）

（
山
崎
久
之
「
江
戸
の
庶
民
語
の
待
遇
表
現
の
体
系

ω」
文
献
7
）



こ
の
う
ち
、
町
人
、
な
か
で
も
下
層
階
級
に
属
す
る
人
々
の
数
が

圧
倒
的
に
多
か
っ
た
。

な
お
、
調
査
の
底
本
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

「
怪
談
牡
丹
燈
寵
」
「
怪
談
乳
房
榎
」
l
「
円
朝
怪
談
集
」
（
筑

摩
書
一
房
筑
摩
叢
書
肝
昭
和
位
年
初
版
昭
和
的
年
初
版
復
刊
）
。

「
真
景
累
ケ
淵
」
「
塩
原
多
助
一
代
記
」
「
名
人
長
二
」
「
英
国
孝

子
之
伝
」
l
「
三
遊
亭
円
朝
集
」
（
筑
摩
書
房
明
治
文
学
金
集
叩

昭
和
刊
年
）
。

第
二
章
一
人
称
代
名
詞

第
一
節
登
場
人
物
の
男
性
達
が
用
い
る
一
人
称
代
名
詞

↓
概
略

f
k
 

こ
の
節
で
は
男
性
使
用
の
も
の
を
と
り
あ
げ
る
。
ま
ず
全
体
を
な

が
め
、
身
分
の
相
違
に
よ
る
差
異
へ
移
っ
て
い
き
た
い
。

な
お
、
会
話
の
中
の
会
話
（
自
分
の
昔
の
言
葉
や
人
の
会
話
を
伝

え
る
も
の
）
は
、
話
し
手
の
人
格
が
影
響
す
る
こ
と
を
恐
れ
て
、
整

理
し
た
表
か
ら
は
省
い
て
あ
る
。
ま
た
先
に
ふ
れ
た
が
、
読
み
を
明

ら
か
に
で
き
広
か
っ
た
「
私
」
の
存
在
を
断
っ
て
お
き
た
い
。

表
の
体
裁
は
、
上
の
欄
が
聞
き
手
が
男
性
で
、
数
の
多
い
も
の
か

ら
、
下
の
欄
が
聞
き
手
が
女
性
で
、
語
は
対
応
さ
せ
て
あ
る
。
「
英

国
孝
子
之
伝
」
を
除
い
て
、
作
品
は
、
ほ
ぼ
円
朝
が
世
に
発
表
じ
た

順
番
に
よ
る
。

数
を
追
っ
て
整
理
し
た
だ
け
な
の
で
、
登
場
人
物
の
現
れ
る
頻
度

に
よ
り
偏
り
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
が
、
人
物
は
多
岐
に
わ
た
り
、

町
人
層
が
主
流
な
の
で
、
数
が
多
い

H
一
般
的
で
あ
る
、
で
論
を
進

め
て
も
許
さ
れ
る
と
思
う
。

表 I-1 

おわ わお わ 私 拙 お 手 わお わわ わ

；ク仁ら., 勺 予 しい 僕 勺 た た 私
く

ちし らら れ 共 者 勺 前 ちれ しし し

1 1 2 1 3 2 1 17 22 25 117 1 2 92 71 真景累ケ淵

3 2 2 6 18 3 34 21 29 5 128 2怪談社丹燈寵

I 2 3 3 14 53 10 I 30 43怪談乳房榎

1 7 I 38 5 13 45 12 16 10 139 塩原多助一代記

11 21 28 7 23 5 7 名人長二

5 1 47 2 11 9 5 1 30英国孝子之伝

1 1 2 2 4 9 12 13 66 72 77 91 281 40 43 265 292 l!T 

手前 身我 自お おわ 車、 拙 お 手 わお わ ゎ、 わ

I~ ど
ら L、 僕 勺 た

た 車、
ど 今 く
も も 々分 ち られ 共 者 ら 前 ちれ し し し

1 3 2 4 13 47 3 25 92 34 真崇累ケ淵

2 1 3 4 7 2 40 41 1 怪談牡丹燈寵

1 5 5 19 I 怪談乳房榎

25 1 16 2 5 69 趨原多助一代記

3 4 4 12 名人長一

14 3 9 23英国孝子之伝

1 1 1 I 3 1 4 4 4 37 12 31 115 14 25 169 128 首T
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表
ト
よ
り
、
男
性
が
一
般
に
多
く
用
い
る
の
は
、
「
わ
し
・
わ
た

く
し
・
わ
た
し
・
お
れ
」
次
い
で
「
わ
っ
ち
・
て
ま
え
・
お
ら
」
に

な
ろ
、
っ
。

「
僕
」
は
特
殊
で
あ
る
。
時
代
背
景
が
明
治
の
「
英
国
l
」
か
ら

が
三
分
の
こ
を
占
め
る
。
残
る
二
十
三
例
中
、
二
十
一
例
ま
で
が
、

「
怪
談
牡
丹
燈
寵
」
の
お
帯
間
医
者
、
山
本
志
丈
の
発
言
中
で
、
も

う
一
例
は
志
丈
と
会
話
中
の
人
物
で
あ
る
。
そ
し
て
、
残
り
一
例
は
、

物
識
先
生
と
称
さ
れ
る
人
物
で
、
円
朝
と
の
会
話
中
に
あ
り
、
明
治

に
入
っ
て
か
ら
の
も
の
と
思
わ
れ
る
。
「
英
国
l
」
に
お
い
て
も
、

用
い
る
の
は
二
人
に
限
ら
れ
る
。

森
川
知
史
氏
の
「
安
愚
楽
鍋
」
の
調
査
（
文
献
8
）
に
お
い
て
も
、

教
養
層
の
者
の
所
用
の
み
、
と
あ
る
。

こ
れ
ら
よ
り
、
「
僕
」
は
幕
末
に
お
い
て
は
一
般
に
は
用
い
ら
れ

ず
、
「
英
国
l
」
の
頃
（
背
景
明
治
四
、
五
年
l
十
一
、
二
年
刊

行
明
治
十
八
年
）
も
、
限
ら
れ
た
層
の
言
葉
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ

る。
「
わ
し
」
は
最
も
数
の
多
か
っ
た
も
の
だ
が
、
地
方
者
に
特
に
多

か
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
小
松
寿
雄
氏
「
近
代
の
敬
語
E
」
（
文
献

9
）
で
、
江
戸
後
期
で
は
、
そ
の
数
は
多
く
な
く
、
年
配
層
に
残
っ

て
い
る
、
と
あ
っ
た
こ
と
で
も
裏
付
け
ら
れ
よ
う
。

ω武
士
が
用
い
る
一
人
称
代
名
詞

表
の
聞
き
手
は
男
性
に
限
っ
て
い
る
が
、
女
性
と
の
会
話
に
一
例
、

「
身
ど
も
」
が
み
ら
れ
た
。

q
L
 

表
ト
よ
り
、
武
士
が
最
も
多
く
用
い
る
の
が
「
手
前
」
、

次

わ 私 拙 お わ わ わ 手

究二予 7こ fこ
私

れ 共 者 れ し し し 前

2 4 12 6 23 23 武 士

1 5 
学者・僧侶・易

1者・盲人・画家

2 3 5町人上流階級

2 5 28 21 9 30 34 町人下流階級

2 2 3 11 30 34 15 2 58 63 計

表 I-2 

「
わ
た
く
し
」
か
「
わ
た

し
」
、
そ
し
て
「
わ
し
」

「
お
れ
」
と
続
く
。
「
お

れ
」
は
、
下
流
階
級
と
話

す
際
に
偏
っ
て
使
わ
れ
て

い
る
の
が
目
に
付
く
。

武
士
の
言
葉
は
新
し
い

表
現
が
少
な
く
、
変
化
が

少
な
い
と
い
わ
れ
る
。
（
文

献
9
な
ど
）
そ
こ
で
、
辻

村
敏
樹
氏
の
「
敬
語
変
遷

一
覧
表
」
（
文
献
叩
）
と

照
ら
し
合
わ
せ
て
み
る
と
、

「
私
共
」
の
み
、
み
ら
れ

な
か
っ
た
が
、
「
わ
た
し
」

を
除
く
他
の
語
は
近
世
以

前
の
成
立
で
あ
る
こ
と
が

わ
か
っ
た
。

-41一

∞
学
者
・
僧
侶
・
易
者
・
盲
人
・
蘭
家
が
用
い
る
一
人
称
代
名
詞

山
崎
氏
が
武
士
に
準
ず
る
言
葉
使
い
を
な
す
者
と
し
て
あ
げ
ら
れ

て
い
た
層
で
あ
る
。

武
家
詞
の
「
拙
者
」
が
一
例
み
ら
れ
る
。

な

L
。

逆
に
、

他
の
階
層
に
は
用
例
は

武
家
詞
の

「
拙
者
」
と
食
い
違
う
「
お
ら
」
が
、

J

長
屋
住



まいの易者の言に一例みられる。

お 拙 わ お わ

児 二

Tこ
在L

く
ら 者 し れ し

2武 士

3 学者・僧侶商・l易安
者・盲人・

4 町人上流階級

4 5 7町人下流階級

4 9 1 12 計

表 I-3 

四町人上流階級が用いる一人称代名詞

表一日より、「おれ・わし・わたくし・わたし」がよく用

いられる。

このうち、「おれ」は町人との会話に集中しているのに

対し、「わし」はどの層にも用いられている。

「おら」を用いるのは地方の上流階級であった。「手前」

は僅数だが、武士に対する用例のみで、改まった表現と考

えられる。

手 お 布、 わ わ わ お

人九二
7こ fご

道、
く

前 り 共 し し し れ

2 1 7 2 14 1武 士

5 学者者・盲・人僧侶・易
－画家

3 3 11 15 町人上流階級

8 1 12 12 23 町人下流階級

2 5 5 9 9 19 37 39 計

表 I-4 

q
L
 

4
4
 

訪
町
人
下
流
階
級
が
用
い
る
一
人
称
代
名
詞

〆，、、目、，
表
ト
よ
り
、
語
震
の
豊
富
な
こ
の
層
で
、
多
い
の
が
「
お
れ
・
わ

し
・
わ
た
し
・
わ
た
く
し
」
で
あ
る
。

「
お
い
ら
」
は
近
世
後
期
酒
落
本
の
寺
島
浩
子
氏
の
調
査
（
文
献

日
）
に
よ
る
と
、
よ
く
使
わ
れ
、
前
出
「
安
愚
楽
鍋
」
の
調
査
（
文

献
8
）
に
よ
る
と
、
使
用
者
は
限
ら
れ
る
が
、
用
例
の
多
い
も
の
と

な
っ
て
い
る
。
が
、
私
の
調
査
で
は
、
用
例
は
少
な
い
。



わ 手 私 わ わ お 手 わ お わ わ わ お

究ご前 ど し L、 僕 7こ
7こ

私－っ ’コ く
し 方 も もっ れ ら 前 ち り し し し れ

3 3 6 8 8 4 12 77 59 46 武 士

1 2 9 3 
学者・僧侶・易
者・盲人・画家

33 34 4 8 5 8 74 5 町人上流階級

2 3 3 12 15 54 3 75 36 133 町人下流階級

3 2 4 4 8 515 66 66 16 17 163 169 174 計

表 I-5 

∞
複
数
形

現
在
で
は
多
用
し
な
い
「
ど
も
」
を
付
し
た
も
の
が
多
い
。

表 I-6 

わ ど手 どわ どわ しわタそ；し ーコ Tこ どた
ら も前 もち もし もく

真 景 累 ケ 淵

2怪談牡丹燈箆

怪 談 乳 房 榎

塩原多助一代記

l名人長一

英国孝子之伝

ii 計

お わ タそ；れ し
達 り

真 景 累 ケ 淵

怪談牡丹燈箆

怪 談 乳 房 榎

塩原多助一代記

名人長一

3英国孝子之伝

計

η九
u

saτ 

第
二
節
笠
場
人
物
の
女
性
達
が
用
い
る
一
人
称
代
名
調

遊
里
の
登
場
の
な
い
こ
の
作
品
群
に
お
い
て
は
、
女
性
は
ま
と
め

て
扱
っ
て
い
く
こ
と
と
し
た
。

表
一
円
よ
り
、
「
わ
た
し
・
わ
た
く
し
」
が
圧
倒
的
に
多
い
。
こ
の

二
一
語
を
常
用
す
る
の
は
、
武
家
、
商
家
の
、
屋
敷
者
、
と
で
も
い
え

る
人
々
に
限
定
で
き
る
。

対
し
て
、
「
わ
し
・
お
ら
・
お
れ
・
お
い
ら
」
な
ど
は
地
方
出
身

の
者
の
使
用
が
目
立
つ
。

江
戸
後
期
に
頻
用
さ
れ
た
と
い
う
「
わ
っ
ち
・
わ
た
い
」
の
用
例



表 I-7 

自 手 お わ お 定、 あ’ わ Tわこ わ タそ；し ど
しく

7こ私
分 前 ら ら り も れ し し

4 2 5 7 16 2 192 真景累ケ淵

31 ffl l怪談牡丹燈寵

23怪談乳房榎

2 1 2 3 45 49 塩原多助-f1.'.;記

13 6 3 名人長一

1 17 7 英国孝子之伝

1 2 2 4 4 8 21 115 155 216 計

あ私 お わ わ わ タ行；fこ
く fこ 私

'::> れ し し し

3 1 2 3 16真景累ケ淵

1 14 怪談牡丹燈箆

怪談乳房榎

1 10 2塩原多助一代記

2 名人長二

2 5 11 英国孝子之伝

3 1 4 12 35 18 計

わ わ わ わ

17. し Tこ Tこfこ

し し
く

ど
ち ど

し
ど

も ち も も

真景累ケ淵

1 2 怪談牡丹燈籍

怪 談 乳 房榎

1 1 1 1 塩原多助一代記

4名人長一

英国孝子之伝

1 2 3 5 計

表 I-8

は
な
い
。
「
安
愚
楽
鍋
」

（
文
献
8
）
で
も
水
商

売
関
係
者
の
使
用
に
限

ら
れ
て
い
た
。
と
あ
る

の
で
、
用
例

0
も
そ
の

理
由
か
ら
、
だ
ろ
う
。

複
数
形
は
、
表
を
あ

げ
る
に
と
ど
め
る
。

第
三
章
二
人
称
代
名
詞

第
一
節
登
場
人
物
の
男
性
が
用
い
る
二
人
称
代
名
詞

↓

概

略

去
り
は
、
寸
寸
と
同
じ
体
裁
で
あ
げ
で
あ
る
。

n

H

U

T

E

i

T

E

i

 

最
も
多
い
の
が
「
お
前
」
、
そ
し
て
「
あ
ん
た
・
お
め
え
・
て
め

え
・
あ
な
た
・
お
前
さ
ん
・
手
前
」
な
ど
で
あ
る
。

「
君
」
は
一
人
称
で
の
「
僕
」
と
同
じ
性
格
を
も
っ
。

一
例
み
ら
れ
る
「
わ
ぬ
し
」
は
上
方
の
人
の
言
中
に
あ
る
。
（
注
1
）

が
、
こ
の
諮
は
「
敬
語
変
遷
一
覧
表
」
（
文
献
叩
）
で
は
中
世
前
期

ま
で
に
消
え
た
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
似
た
語
の
「
お
ぬ
し
」

で
も
近
松
の
世
話
物
の
調
査
（
文
献
ロ
）
で
は
一
般
的
だ
が
、
後
期

上
方
板
酒
落
本
の
調
査
（
文
献
日
）
で
は
見
当
ら
な
い
。

一
例
の
み
な
の
で
、
い
ろ
い
ろ
な
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
が
、
疑

問
の
残
る
点
で
あ
る
。

酒
落
本
で
最
も
多
く
使
わ
れ
る
類
（
文
献
日
よ
り
）
の
「
ぬ
し
」

は
一
例
も
み
え
な
い
。
「
安
愚
楽
鍋
」
の
調
査
で
も
ふ
れ
ら
れ
て
い

な
い
の
で
、
衰
微
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
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わ 尊 貴 貴 そ そ 尊 責 、、，ー 貴 あ お そ お そ お あ’ 貴 わ お
れ ち な め の め 前

ぬ カま な
"::> 

汝 7こ の
え lま え 前

ささ
し 君 君 方 し 7こ 公 殿 様 公 様 れ ち 様 つ ん 様 様 れ ん

3 2 26 3 14 6 28 

3 2 7 2 8 4 1 16 1 10 

1 4 1 7 6 2.5 33 7 2 

2 6 4 43 16 

2 8 24 3 2 

3 2 2 7 

1 1 2 3 3 4 5 7 9 10 お 'lJ 34 35 37 41 52 65 

つ お 貴 貴 あ お そ おち お 貴 わ お
め

公
な め の めえ

前
前

え ？こ え ほ さ さ
ぬ り 様 方 様 様 つん 様 様 れ ん

2 3 3 10 1 2 2 ~ 

2 1 1 3 

2 1 

6 7 2 3 

5 

10 

2 3 3 10 4 7 5 10 2 7 3 44 

表II-1 

あ お あ 手 て お

1% 君 ん め fよ め

fこ え fこ 前 え 前

13 64 21 'l1 00 43真 景累ケ淵

26 8 27 44 7 79 怪談牡丹燈寵

11 2 13 18 65怪談乳房榎

日 1723 8 17 37塩原多駁rイt記

3 8 18 3名人長 二

10 1 6 8 英国孝子之伝

77 89 92 守I106 100 235 計

あ お あ 手 て お

I／代メ称名詞作／／ 品君 ん め な め

fこ え fこ 前 え 前

17 23 11 7 19 71真景累ケ淵

10 13 8 14 7怪談牡丹燈寵

10 3 3怪談乳房榎

44 18 11塩原多助イ℃記

2 1 名人長 二

10 9 6英国孝子之伝

1冗 日 4320 33 98 計

ぱコ
てが



。武士が用いる二人称代名詞

そ 尊 手 お わ そ 貴 て 貴 お 貴 あ そ 貴 そ 手 お

［冗；君
れ

前
前

な 公 め 汝 の fよ
の

カ1 さ lま
し 公 方 ん れ た 様 え 公 れ 方 fこ ち 様 つ前 前

2 2 8 3 2 5 3武 士

4 7 2 学者者・盲・人僧侶・画・易家

5 2 4町人上流階級

1 3 4 5 3 7 13 29 27 00 92 町人下流階級

1 2 3 4 5 6 8 8 12 13 31 36 99 99 計

「
お
前
・
手
前
」
が

↓
最
も
多
く
、
次
に
「
そ

ー
の
ほ
う
・
貴
様
」
、
そ

；
し
て
「
そ
ち
・
あ
な
た
」

と
い
う
こ
と
に
な
る
。

現
在
、
侮
蔑
の
意
の

「
き
さ
ま
」
は
上
位
者
か

ら
下
位
者
ほ
、
普
通
の
感

情
状
態
で
用
い
ら
れ
る
の

が
殆
ど
で
あ
る
。

ま
た
、
「
あ
な
た
」
は

目
下
に
は
使
え
な
い
語
で

あ
っ
た
よ
う
だ
。

五
例
し
か
な
い
「
汝
」

の
う
ち
、
「
怪
談
牡
丹
燈

寵
」
の
一
例
は
、
「
円
朝

怪
談
集
」
で
は
「
汝
」
だ

が
（
注
2
）
、
「
明
治
文

学
全
集
」
で
は
「
手
前
」

だ
っ
た
（
注
3
）
。
発
一
言

者
飯
島
と
孝
助
の
前
後
の

や
り
と
り
よ
り
、
「
手
前
」

の
方
が
自
然
に
思
わ
れ
る
。

残
る
四
例
は
、
「
真
景
累

ケ
淵
」
の
菱
川
重
信
の
霊
と
し
て
の
発
言
中
に
あ
る
。
振
り
仮
名
は

お
め
え

一
例
の
み
で
、
後
に
「
汝
」
も
出
て
く
る
た
め
、
三
例
は
、
は
っ
き

り
し
な
い
。

な
ん
じ

こ
の
た
め
、
「
汝
」
を
武
士
が
用
い
た
二
人
称
代
名
調
に
入
れ
る

こ
と
は
無
理
か
、
と
考
え
る
。

ヨ学者・僧侶・易者・盲人・画家が用いる二人称代名詞〆s、
この層は、「お前」

が最も多い。

次に多い「あなた」

は、武士と同じく、町

人（武士は町人上流階

級に対し用例がみられ

るが）には用いていな

い。目下に使わない武

士の用法に一致する。

そ お て 手 お 貴 あ お

ツにめ め
前

fよ
さ

ち え え 前 ん 様 7こ 前

3 7 6 武 士

2 1 
学者・僧侶・易
者・盲人・画家

2 町人上流階級

2 2 3 2 5 16町人下流階級

2 ' 
2 4 5 5 9 23 計
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表II-3 

四
町
人
上
流
階
級
が
用
い
る
二
人
称
代
名
詞

f
＼

：

 

表
ト
よ
り
、
「
お
前
」
が
や
は
り
最
も
多
い
。
次
が
「
わ
れ
」
な

の
は
、
こ
の
層
の
特
徴
で
あ
る
。
が
、
地
方
名
士
達
が
互
い
に
使
う

も
の
に
多
い
の
で
、
江
戸
町
人
の
言
葉
と
は
開
き
が
あ
ろ
う
。



表II-4 

あ あ当 貴 為、 て 手 あ あ主 お あ わ お

りにfよめ め
め な

前
め ん

Tこえ え さ
様 様 様 tっえ 前 fこん え fこれ 前

1 2 10 2武 士

学者・僧侶・易
者・盲人・画家

4 1 6 13 町人上流階級

1 1 2 2 6 5 8 13 4 34 町人下流階級

1 1 1 2 2 6 10 11 13 16 17 36 計

こ
こ
で
は
、
下
流
階
級
に
対
す
る
「
あ
な
た
」

が
み
ら
れ
る
。
一
例
あ
る
「
あ
な
た
様
」
が
そ

の
上
の
格
を
表
す
よ
う
に
な
っ
て
き
た
の
か
も

し
れ
な
い
。

表II-5 

貴 尊 あ当 あ言 つ貴 貴 手 c:. あ お わ お お お あ あ お お て

I／とめ の ち 1J. 
君

め めえ 前
前 1J. ん め め

え らfこ え さ さ
君 君 り れ Uユ方 様 前 様 様 様 れ ん ん 様 fこTこ前 え え

2 2 4 5 9 24 4 8 6 26 お 1913 7 6武 士

2 1 1 3 1 
学者・僧侶・易
者・盲人・繭安

1 l 17 4 4 2 39 町人上流階級

1 1 2 3 2 16 2 25 7 22 7 14 9 59 ffi η 町人下流階級

1 1 1 1 2 2 3 4 4 7 26 26 29お 35 ~ 40 67 73 76 78 計

ω町
人
下
流
階
級
が
用
い
る
二
人
称
代
名
詞
削

「
て
め
え
・
お
め
え
」
が
最
も
多
く
、
「
お
前
・

あ
ん
た
」
と
続
く
。

「
て
め
え
・
お
め
え
」
と
原
形
の
「
手
前
・
お
前
」

を
表
町
で
比
べ
て
み
る
。
と
、
先
の
二
語
が
町
人
下

流
階
級
に
偏
っ
て
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

他
の
派
生
語
を
、
表
町
よ
り
、
敬
語
意
識
の
高
い

順
に
並
べ
る
と
、
「
お
品
問
様
・
お
め
え
様
・
お
前
さ

ん
・
お
め
え
さ
ん
・
お
め
え
ら
」
と
い
う
こ
と
に
な

ろ、っ。一
人
称
と
同
じ
く
、
こ
の
層
は
語
嚢
が
豊
富
で
あ

る
。
武
士
も
二
人
称
に
お
い
て
は
、
そ
の
格
式
ゆ
え

に
か
な
り
豊
富
で
あ
る
が
、
新
し
い
語
を
成
し
て
ゆ

く
た
め
に
語
嚢
が
豊
富
な
こ
の
層
と
は
対
照
的
で
あ

る。

勾

t
A
生

対
複
数
形

f
g

、、・‘，
表
ト
の
よ
う
に
、
男
性
の
使
う
二
人
称
複
数
形
は
、

単
数
形
に
比
例
し
て
語
震
が
多
い
。
表
を
あ
げ
る
に

と
ど
め
る
。

第
二
節
登
場
人
物
の
女
性
達
が
用
い
る
二
人

称
代
名
詞

「
お
前
」
、
次
に
「
あ
な
た
」
そ
し
て
「
お
前
さ

ん
」
と
続
く
。



表E一7

お＝ お あ お て 手 あ お お わ お あ お
人／物；ft名詞作ノ品〆な め め 前

前 前 め ん え め fよ
た え さ さ

方 様 様 様 え 前 fこ ん え れ ん fこ 前

5 7 3) 44 24 rrt 真景累ケ淵

3 ffi 98 怪談社丹燈寵

2 46 3怪談乳房榎

2 3 3 4 4 l幻 35 印 塩原多助一代記

10 16 1 15 名人長二

8 31 1英国孝子之伝

3 3 3 4 10 11 11 21 97 lffi お4 計

て あ お わ お あ お

防；め ん め
前

fよ
さ

え た え れ ん fこ 前

7 2 3 4 15 真景累ケ淵

4 5怪談牡丹燈寵

1 2怪談乳房緩

1 4 5 12 塩原多助→代記

名人長二
、L 2 7英国孝子之伝

2 7 2 8 16 41 計

わ て お お

お前え＋ ち

そ あ

れ
め め め ん

え え え ？こ

り ら ~ 方 方

貴 お あ’ お そ あ

様 前 前 のほ ん

Tこ
さ 前 fこ fこ
ん

ち 方 方 ち 方

1 

1 1 

1 1 

あ 手

fよ 前

fこ ？こ

方 ち

3 

1 

3 

て 手
め 前
え

fこ
Tこ
ち ち

1 2 

2 

表II-6 

貴

［タ；公

fこ

ち

真景 累ケ淵

怪談牡丹燈寵

怪談乳房榎

塩原多助一代記

8名人長二

英国孝子之伝

8 計

あ

院；fよ

fこ

方

真景累ケ淵

l怪談牡丹燈龍

怪談乳房榎

塩原多助一代記

名人長二

l英国孝子之伝、

2 計

。。
司



屋
敷
者
が
用
い
る
の
は
、
「
あ
な
た
・
お
前
・
あ
な
た
様
・
お
前

さ
ん
」
の
四
種
で
あ
る
。
そ
れ
以
外
の
者
た
ち
は
「
お
め
え
・
て
め

え
・
わ
れ
・
お
め
え
さ
ん
」
等
の
男
性
的
な
も
の
が
目
立
ち
、
屋
敷

者
と
の
差
が
著
し
い
。
（
た
だ
し
、
「
お
前
」
に
関
し
て
は
あ
ま
り

差
が
な
い
。
）

「
お
前
」
は
、
上
品
な
言
葉
使
い
を
す
る
と
さ
れ
る
屋
敷
者
た
ち

〈
文
献
は
）
も
用
い
て
い
る
。
し
か
し
、
目
下
か
ご
く
親
し
い
者
に

対
し
て
の
み
で
あ
る
。

表
制
に
、
複
数
形
を
あ
げ
て
お
く
。

表II-8 

あな あ’ んお さお
人／称／代名詞作品

fこ 前 前 んめ

方 方 方さ 方へ

真景累ケ淵

怪談牡丹燈寵

怪談乳房榎

1 塩原多助一代記

2 2名人長一

英国孝子之伝

2 2 計

あ お んお お’
人称代名調

な 聖fこ 前 前

方 方 方さ ち 作品

l真景累ケ淵

2 4怪談牡丹燈箆

怪談乳房榎

1 3 塩原多助一代記

名人長二

英国孝子之伝

2 3 5 計

第四章三人称代名詞・不定称代名調

第一節登場人物の男性達・女性達が用いる三人称代

名詞

御 先 さ 其 や そ そ 此 彼 か 」、，ー
L、，－ あ あ

務方 L、
係えケ占れ

L、
様 方 き 奴 ーコ れ ーコ 奴 奴 ペコ れ てコ れ

3 4 5 6 5 11 12 29 45 54 男

1 3 5 7 6 女

1 1 3 5 5 6 8 11 12 34 52 60 計

表III-1 

か そ そ そ L、，－ L、，－ おこ 方あ あ おあおこ か あ おあ あ 、守ー あ 単の の の の の の のの の の の の の
人 娘 方 人 者 方 i人の様お 女 人の防の 男 男 方の 方 人 人

1 1 3 3 4 2 5 8 男

2 2 7 女

1 1 2 2 3 3 4 4 6 15 計

表III-2

た数の多い順に並べてあお。

や もそ、あ 、守ー
やLー どそ 彼

［葬戸コ
L、

の
ら ペらコ て』っコ てらコ ？ り も者 ら

2 3 男

女

1 2 3計

表III-3

こ
の
章
で
扱
う
も
の

は
、
い
ず
れ
も
用
例
が

少
な
い
。
ゆ
え
に
、
使

用
者
が
男
性
か
女
性
か

だ
け
で
ま
と
め
た
表
を

あ
げ
石
こ
と
に
し
た
。

表
ト
は
三
人
称
代
名

詞
を
H
I

表
制
は
同
じ
く

三
人
称
代
名
調
で
あ
る

が
、
「
の
」
を
介
し
て

い
る
も
の
、
表
ん
わ
は
複

数
形
で
あ
る
。
合
計
し

-49一



く
。表
E『 l
で
は

「
あ
れ
」
が
最
も
多
く
、

「
あ
い
つ
・
こ
れ
」
と
続

「
彼
奴
」
「
此
奴
」
「
其
奴
」
は
、
「
か
や
っ
・
き
や
つ
」

ゃ
っ
・
こ
い
つ
」
「
そ
や
つ
・
そ
い
つ
」
と
読
み
が
は
っ
き
り
判
ら

な
い
の
で
、
そ
の
ま
ま
あ
げ
で
あ
る
。

江
戸
後
期
酒
落
本
の
調
査
（
文
献
日
）
で
三
人
称
と
し
て
あ
げ
ら

れ
る
「
あ
な
た
」
は
こ
こ
に
は
無
い
。
円
朝
の
頃
に
は
完
全
に
二
人
称

化
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

か
れ

ま
た
、
「
彼
女
」
と
い
う
表
現
は
み
え
る
が
、
「
か
の
じ
よ
」
と

語
っ
た
で
あ
ろ
う
も
の
は
み
あ
た
ら
な
か
っ
た
。

nzベ
υ

表
mr
の
複
数
形
で
は
、
「
そ
の
者
ど
も
L

を
除
き
、

形
の
も
の
で
あ
っ
た
。

「こ

「
l
、
」
ツ
」
の

第二節登場人物の男性達・女性達が用いる不定称代

名詞

何といっても多いのが「誰」である。一例ある「だり」

も「誰」のなまったものである。

「誰」の殆どは振り仮名が無く、

「だれ」か、「たれしかをはっき

りさせることはできなかった。

また、「誰」に比べ、「どなた

・どなたさま・どちらさま」は丁

寧な表現で、「どいつ」はぞんざ

いな表現であったと考えられる。

f二 ど ど ど ど
ち な

し、 ら 7こ な 誰
さ さ

り べコ ま ま Tこ

7 10 115 男

4 7 26 女

1 11 17 141 計

第

五

章

ま

全
体
を
通
し
て
気
付
く
点
を
並
べ
て
み
よ
う
。

ま
ず
、
現
在
に
比
べ
、
人
称
代
名
詞
の
垣
間
繋
が
豊
富
な
こ
と
が
あ

る
。
特
に
男
性
が
用
い
る
も
の
の
種
類
が
多
い
。
封
建
時
代
に
お
け

る
、
す
ぐ
れ
て
家
を
守
る
者
と
し
て
の
女
性
の
位
置
か
ら
、
女
性
は

社
交
範
囲
が
狭
く
な
り
、
豊
富
な
語
棄
を
も
っ
必
要
が
な
く
、
男
性

よ
り
語
繋
が
少
な
く
な
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
身
分
差

が
少
な
く
な
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
身
分
差
が
顕
著
で

あ
っ
た
時
代
ゆ
え
、
語
震
が
豊
富
に
な
っ
た
と
い
え
よ
う
。

次
に
、
身
分
の
別
に
よ
る
言
葉
の
違
い
が
大
き
か
っ
た
、
と
い
う

こ
と
が
あ
る
。

特
に
、
武
士
の
格
式
ば
っ
た
物
言
い
か
ら
く
る
、
二
人
称
代
名
詞

の
豊
富
さ
、
新
し
い
人
称
代
名
詞
の
少
な
い
こ
と
。
対
照
的
に
、
町

人
下
流
階
級
の
、
音
誰
か
ら
く
る
新
し
い
人
称
代
名
詞
な
ど
を
も
含

め
て
全
体
に
語
震
の
多
い
こ
と
。
そ
し
て
、
女
性
の
、
屋
敷
者
の
丁

寧
念
表
現
と
、
そ
れ
以
外
の
者
の
、
現
在
で
は
男
性
語
的
な
人
称
代

名
詞
の
使
用
。

さ
て
、
江
戸
後
期
の
論
述
（
酒
落
本
の
調
査
な
ど
）
や
、
「
安
愚

楽
鍋
」
の
調
査
と
比
較
し
て
き
た
。
双
方
に
あ
て
は
ま
る
と
こ
ろ
は

多
い
が
、
片
方
に
し
か
あ
て
は
ま
ら
な
い
も
の
も
多
か
っ
た
。
同
じ

明
治
期
に
発
表
さ
れ
た
「
安
愚
楽
鍋
」
に
共
通
点
の
多
い
の
は
自
然

な
こ
と
だ
が
、
時
代
背
景
と
登
場
人
物
の
差
か
ら
で
あ
ろ
う
か
、
相

違
点
も
み
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
円
朝
の
噺
に
お
け
る
言
語

が
微
妙
な
位
置
に
立
っ
て
い
る
こ
と
の
裏
付
け
に
な
ろ
う
。

と

め

nu 
zυ 



結
円
朝
、
人
情
噺
の
人
称
代
名
調
に
つ
い
て
の
調
査
報
告
を
こ
こ
で

終
え
た
い
。

用
例
数
の
調
査
を
基
本
と
し
て
、
先
学
の
論
と
比
較
参
照
し
て
、

こ
こ
ま
で
述
べ
て
き
た
。
こ
の
よ
う
な
本
格
的
な
調
査
に
取
り
組
ん

だ
の
は
初
め
て
な
の
で
、
不
備
の
あ
ろ
う
こ
と
を
恐
れ
て
い
る
。

名
人
と
呼
ば
れ
る
三
遊
亭
円
朝
の
噺
を
、
耳
に
す
る
こ
と
は
で
き

な
い
が
、
残
さ
れ
た
速
記
本
に
よ
っ
て
接
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
。

今
回
の
調
査
を
通
じ
、
個
々
の
人
格
を
綿
密
に
表
現
し
て
い
く
円
朝

の
力
量
は
、
例
え
ば
人
称
代
名
詞
の
使
い
方
に
も
よ
く
表
れ
て
い
る

こ
と
が
‘
改
め
て
は
っ
き
り
し
た
よ
う
に
思
う
。

〈
注
〉

一

ひ

ょ

？

と

、

注

1

偶
然
し
て
足
を
附
け
ら
れ
で
は
な
ら
ん
か
ら
、
夜
さ
り
夜
中

そ

9

h

削

υ

え
h

に
窃
と
明
け
て
ー
汝
と
二
人
で
代
物
を
分
け
る
が
宜
ワ
。
（
上

方
の
人
↓
妻
「
真
景
累
ケ
淵
」
「
明
治
文
学
全
集
」

p
m
l

m）
 

注
2

汝
は
武
士
の
種
だ
と
い
う
こ
と
だ
か
ら
よ
も
さ
よ
う
な
死
に

ょ
う
は
い
た
す
ま
い
な
。
（
飯
島
平
左
衛
門
↓
孝
助
「
怪
談

牡
丹
燈
能
」
「
円
朝
怪
談
集

p
n」）

注
3

注
2
と
同
言
中
、
汝
↓
手
前
。
（
明
治
文
学
金
集
P
幻）

入
参
考
文
献
〉

文
献
1

進
藤
咲
子
「
三
遊
亭
円
朝
の
語
嚢
l

「
椀
牡
丹
燈
能
」

『
講
座
日
本
語
の
語
嚢
第
六
巻
近
代
の
語
嚢
』
明
治
書

院
昭
和
町
年

文
献
2

文
献
3

文
献
4

文
献
5

文
献
6

文
献
7

文
献
8

文
献
9

文
献
叩

文
献
日

文
献
ロ

前
田
愛
「
円
朝
l
明
治
の
文
体
l
」
『
解
釈
と
鑑
賞
』
昭

和
叫
年
1
月
至
文
堂
。

清
水
康
行
「
宕
語
損
料
と
『
怪
牡
丹
燈
能
』
に
お
け
る
こ

l
z
ε
y
T

談

重
性
」
『
創
立

E
H鶴
見
大
学
文
学
部
論
集
』
鶴
見
大
学

周
年
記
念

文
学
部
論
集
刊
行
委
員
会
、
昭
和
田
年
3
月。

山
本
正
秀
『
近
代
文
体
発
生
の
史
的
研
究
』
岩
波
書
店
、

昭
和
叫
年

亀
井
秀
雄
「
三
遊
亭
円
朝
」
『
国
文
学
解
釈
と
教
材
の
研

究
』
皐
燈
社
、
昭
和
田
年

松
山
義
夫
「
三
遊
亭
円
朝
の
「
口
演
」
に
お
け
る
言
語
」

『
滋
賀
県
高
校
国
語
教
育
会
誌
』
昭
和
幼
年
3
月。

山
崎
久
之
「
江
戸
の
庶
民
語
の
待
遇
表
現
の
体
系

ωlコ一

馬
の
作
品
を
中
心
と
し
て
」
『
群
馬
大
学
教
育
学
部
紀
喜

昭
和
必
年
。

森
川
知
史
「
明
治
開
化
期
の
待
遇
表
現
！
『
安
愚
楽
鍋
』

に
お
け
る
敬
語
l
」
『
国
文
学
論
叢
』
昭
和
田
年
。

小
松
寿
雄
「
近
代
の
敬
語
E
」
『
講
座
国
語
史
5
敬
語
史
、
』

大
修
館
書
店
、
昭
和
紛
年
。

辻
村
敏
樹
「
敬
語
変
遷
一
覧
表
」
『
国
文
学
鑑
賞
と
解
釈
』

事
燈
社
、
昭
和
必
年
叩
月
。

寺
島
浩
子
・
「
近
世
後
期
上
方
語
の
待
遇
表
現
l
動
詞
に
か

か
わ
る
上
方
特
有
の
表
現
法
l
」
『
橘
女
子
大
学
研
究
紀

要
』
五
号
、
昭
和
日
年
。

高
松
浩
美
「
近
松
の
世
話
物
浄
瑠
璃
に
於
け
る
待
遇
表
現
」
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『
国
文
』
三
一
、
昭
和
叫
年
。

矢
野
準
「
近
世
後
期
京
坂
語
に
関
す
る
一
考
察
i
酒
落
本

用
語
の
写
実
性
l
」
『
国
語
学
』
川
、
昭
和
日
年
四
月
。

文
献
は
松
村
明
『
江
戸
語
東
京
語
の
研
究
』
東
京
堂
、
昭
和
也
年
。

興
津
要
「
解
題
」
『
明
治
文
学
全
集
印
三
遊
亭
円
朝
集
』
昭
和
的

年。田
中
章
夫
『
東
京
語
ー
そ
の
成
立
と
展
開
l
」
明
治
書
院
、
昭
和
問

年。 文
献
日
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